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合言葉  

心が震える先には 金色の道がある 



二刀流で双海を遊びつくせ！！ 

トライアスロンコースでサイクル CHALLENGE 

双海海岸で CHALLENGE OCEAN 

【松山市タンデム自転車交流事業補助事業】 

 

主 催：認定 NPO 法人タンデム自転車 NON ちゃん倶楽部 

共 催；今治ローイングクラブ 

協 力；伊予市 

開催日：２０２５年 ６月２２日 １０：0０〜１５：００ 

場 所：伊予市双海町上灘 双海海岸 

参加数：Co パイロット：視覚７・身体 8・知的 18・家族&介助 49 計 82 名 

ボランティア ：陸 60（学生自転車 13） 海 25 名（学生ボート 18）・計 85 総合計 167 名 

 

【ツール】 

陸上：タンデム自転車 T-20 （15）・ロード（3）・クロス（4）・今治クロス（3）・高機能三輪自転車（2）・

車椅子自転車・JINRIKI 車椅子・合計 29 台 

海上；タンデムシーカヤック（２）・BIG サップ・アウトリガーカヌーW ハル・お座敷カタマラン艇・

ビーチスター・水上自転車２人乗り（３）・ペコペコアルミ艇（2）・レスキューボート 合計 12 艇 

 

★生き抜く力 

NON ちゃん倶楽部が取り組んできた『パッチ・アダムス・プ

ロジェクト』のテーマ 

●生命に奇跡に無感覚にならないで！！死を遠ざけるの

ではなく生を高める 

●たとえ身に病があろうとも 心までは病ますまい！ 

●失ったものを数えるな！残されたものを最大限に生か

せ！！ 

●親こそ最良の医師 

周りが線を引かないことが挑戦への扉を開ける近道であり、体験による心の震えこそが生き抜く力の

原動力となる。今自分にできることを精一杯やる！！これ

が生きている自分に与えられたテーマだと思って、自分を

信じて動く「知覚動考」 

NON ちゃん倶楽部のイベント空間に渦巻くエネルギーは、

正にそんな人の集団だといつも感動することで、歳を重ね

ながら若返る自分がそこにいます。感謝！！ 



★初めての双海 

毎年競輪場で開催していた「サイクルチャレンジ in 競輪場」が、今年はバンク工事中のため使えない

ということで、頭に浮かんだのが双海トライアスロン。市政 20 周年でもある伊予市で初めて企画する

ことにしたのですが、動き始めて色々なトラブルがあり動線の悪さに頭を悩ますことになった。そこで、

不便を楽しむことにしようと腹を括ることにしました。 

駐車場と開会式を由並小学校。サイクルチャレンジは双海地域事務所出発で翠小学校折り返しの 6

キロコース。それに加えて、以前しまなみ国際大会の折に出会った中村さんとのご縁で「トゥクトゥク」

に乗ってふれあい広場までの周遊体験を組み入れることにしました。 

チャレンジオーシャンは上灘漁業協同組合様のご協力をいただき双海海岸での開催という二交代制

で「二刀流で双海を遊び尽くせ！！」を開催するという流れを作り上げました。今回も、不便を楽しみ

ながら多方面のボランティアに支えていただき感謝です！！ 

★皆んなの笑顔の花が満開 

今回全盲の佐々木さんは息子さんとのトライアスロンを夢

見て、初めて息子パイロットでのサイクリングと、泳ぎにも

初チャレンジしてみて、手応えを感じたそうです。陸君は

軽井沢から始まった父離れで、父が来れなくなっても平気

で高石パイロットとのサイクリングを楽しめました。大翔君

のパイロットを真木さん初トライしてくださいました。視覚の

吉岡さんが初めて三女との参加で楽しんでくれました。私

の願いは家族と共に楽しんでほしい。色々なことが諦めなくても良いんだと家族に知ってほしいと願っ

ています。侑生君と拓也君は海を見るとブレーキが効かず、何回も海にドボンと飛び込んでいたそう

です。 

★技術班に感謝 

砂浜の移動がスムーズにできるようにと車椅子の改造まで

してくださる中で、楓雅君の成長が著しく高機能三輪自転車

での走行許容体重（30k）をはるかオーバーしてきたために、

何とかタンデム自転車での走行ができないかと模索してくだ

さるという動きに感動！！海上用の車椅子やリクライニング

チェアなどの新設もしてくださいました。 

海上グループでは、ツール移送用のトレーラーを新規導入

したり、BIGサップの修繕などもしてくださいました。積み下ろしや会場設営エネルギーも半端ない。 



★パイロットボランティアの生き抜く力を見習おう 

今回参加してくださったパイロットボランティアの中で３人

（松田さん・楠本さん・大西さん）が、怪我や体調不良で大

変だったにも関わらず、人並み以上の動きを出してくださ

ったことに感動。何があなたをそうさせたのか？？生き抜

くことの素晴らしさを伝えたいとの思いで原稿依頼してみ

ました。 

【生かされた命を、何に使うか】松山市役所自転車クラブ  松田俊二 

昨年、突然の自転車事故で頚椎を粉砕骨折しました。転倒した瞬間、首から「ゴキッ」という音が聞こ

えて、身動きできなくなった私。首の骨がバラバラなんで、動けんなって当然です。搬送先の病院で医

師に言われたのは「動脈を傷つければ即死、神経を損傷すれば半身不随だ」と。絶対安静で身動き

できない日々に、不安がのしかかってきました。「人生はこれで終わりかもしれん」そう思ったとき、心

は沈み、絶望しました。身体が動かないことが、こんなにも苦しく、人から希望を奪うものなのかと痛

感しました。でも・・・そんな私を救ってくれたのは「人」。体が動かない私に、多くの人々が手を差し伸

べてくれたのです。生きていくために必要なことを、すべて誰かがやってくださいました。骨が早く癒え

るようにと、こっそり小魚を差し入れてくれた友人もいました。欠かさず朝夕の挨拶や、激励のメッセー

ジをくれた仲間もいました。なんてことないことが生きる希望につながるのですから、「人」ってありが

たいもんです。 

事故から一年。クビがつながった私は、双海でタンデム自転車のパイロット役をつとめることができま

した。「自転車に乗れるということが、こんなにも特別で、

幸せなことなんだなぁ」かつては当たり前のように感じてい

たことが、今では奇跡に思えるのです。あの事故で、私は

一度、命を失いかけました。けれど今こうして生きている。

「生かされた命をどう活かしていくのか」考えたとき、なんと

なーく分かる答えは一つ「今度は、私が誰かを励ます番な

んですな。タンデム自転車に乗れる幸せ。風を感じられる

幸せ。仲間と笑い合える幸せ。 

その一つ一つに感謝しながら、残された人生を噛み締めますけん。 

【】大西孝志（伊予銀行自転車クラブ） 

【】楠本博（県庁サイクリングクラブ） 

 

 



【双海 Coパイロット参加者感想】 

 

渡辺 楓雅（脳性麻痺・座位保持困難 14歳）君 

薫ちゃん感想おくるね〜 

僕は今回のイベントで楽しかったことはトゥクトゥクとボート

です！ 

トゥクトゥクは景色がとても綺麗で寝ちゃいそうでした      揺

れているのも楽しかったです。ボートは海が感じられ、クラ

ゲも見れましたとても心が和みました 

僕がこれから頑張ろうとしている事はしまなみのイベントでタンデムで完走する事です。今回のイベン

トで梅澤さんやスタッフの皆さんが自分のために一生懸命に作業やサイズの合わせなどをしていてく

れており、涙が出そうになりました。これから僕はその目標に向かってみんなの想いも背負って頑張

ります！今日きてくださった方々スタッフのみなさん本当にお疲れさまでした。そしてありがとうござい

ました。心より深く感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 



 

渡部梨乃（脳動静脈奇形手術中に脳梗塞左半身麻痺 20歳）ちゃん 

 

今日のイベントでは、新しい経験をたくさんさせて頂きました。 

まず、パイロットの中川さんとタンデム自転車に乗りました。中川さん

とは、しまなみ縦走のときや５月に行った軽井沢での旅などで、たく

さんお話をしたことがありました 

が一緒にタンデム自転車に乗ったのは今回が初めてでした。中川さ

んは社会福祉士として福祉の現場で活躍されていて、私も社会福祉

士を目指しているので、タンデム自転車で走りながら色々なお話を

聞くことができました。私も中川さんの背中を追いかけながら多くの

方を幸せにできる社会福祉士になりたいと思います。今日はバテそ

うになるくらい暑かったにも関わらず、景色を見ながら涼しい風をたく

さん感じる事ができてとても気持ちよかったです。 

その後、初めてトゥクトゥクに乗りました。トゥクトゥクは思っていたより

も楽しい乗り物で、一緒に乗っている方と会話を楽しみながら外の景色や風を味わうことができまし

た。鈴の音や音楽がオシャレで、外国に来たみたいな気分になりました。また機会があればトゥクトゥ

クに乗りたいです！！ 

 

最後に海で遊びました。今回もカヌー、ボート、水上バイク

など様々な乗り物に乗るこ 

とができて嬉しかったです。新しく導入された乗り物では、

みんなと力を合わせて漕ぎ 

ながら進みました。障害があって 1人では前に漕ぎ進むこ

とができないけれど、障がい 

がある当事者の方やボランティアの皆さんと一緒に協力し

合うことで、前に進み目標(ゴール)にたどり着くことができます。これは、日々の生活でも言えること

で、普段 1人で出来ないことはたくさんありますが、家族や友達やアルバイト仲間など、多くの方々 

に支えてもらうことで障害があっても色々なチャレンジをして自分の可能性を広げることができます。

イベントでもいつもそう思わせてくれる NONちゃん倶楽部の皆さんには感謝の気持ちでいっぱいで

す。 

津賀さんをはじめとするパイロットの皆さんやボランティアスタッフの皆さん、準備から運営や片付け

まで、私たちのために多くの力を貸してくださりありがとうございました。 

今日は凄く楽しく思い出に残る 1日となりました。 

 

 



 

松下侑生（重度知的障がいを伴う自閉スペクトラム症 20

歳）君の母：佳世 

今回は初の双海町でのイベントに参加させていただきま

した。 

午前中はタンデム自転車で往復 6 キロのコースを                                楽し

み、トゥクトゥクで町内周遊                    

みんなでお弁当をいただき、午後からは海バージョン       

様々な水上アクティビティをボランティアさんたちサポートのもと、楽しませていただきました        侑生に

いたっては、 1人海水浴も                何度も隙を見計らって海にドボン                 

軽井沢ぶりの親善大使たちの集合、新たな出逢いや(高校生のボランティアの 1人と話していると、自

分は早産で 3 ヶ月早く生まれ、超低体重児で沢山の病気を持って生まれた。その時、沢山の医療従

事者に助けられて今の自分があるので、僕の夢は小児の看護師になる事だと。素敵な夢を語ってく

れました   卒業してもボランティアにきて❣️と約束を♡)、偶然すぎるビックリな出逢い(5 月に素敵なレ

ストランと工房にお邪魔した時に出逢った甲斐さんが何年も前から NON ちゃん倶楽部のボランティア

さんだった   )もあり、楽しい 1日を過ごす事ができました    

毎回、NONちゃん倶楽部に参加する方々のとてつもないエネルギーにパワーをいただいてます      

 

梅田 栄（視覚 71歳）さん 

6月の梅雨に入り 一時期 34度～36度という気温が続く日

がありましたが、 

そんな中「双海で遊びつくせ」に参加させていただきました。 

午前中は、パイロットさんと一緒に、タンデム自転車で走行 

周りは田植が 

終えた後なので 水がはっているためか風が吹くととてもさ

わやかな風で 

とても気持ちいい走行が出来て良かったですよ。また鶯の声を聞きながらの 

素晴らしい走行が出来て良かったです。 

午後からはアウトリガーカヌーをたいけんさせてもらいました。 

お気に入りは、水上自転車です。ボランティアさんと一緒に息を合わせてゆっくり漕ぐのが、何ともい

えませんでした。最初に乗ったときは、おだやかな波でしたが 2回目に乗った時は、少し波が高かっ

たのですが、上下の浮き沈みがありこれはこれでスリルがありましたので楽しめました。双海の海岸

は、藻が多いため水上自転車に藻がからみ、ボランティアさんが取りのぞいて走らせてくれましたの

で大変感謝です。初めての乗り物は、とまどいますが ボランティアスタッフの皆さんが援護して下さ

いまして、1日楽しく過ごさせていただきました事を心より感謝いたします。ありがとうございました。 

 



 

苅田拓也（自閉症 32歳）君 母 

こんにちは。津賀さん。梅雨が明けて暑くなりましたね。日

曜日は大変お世話になりました。ありがとうございました。

初めてトゥクトゥクに乗せて頂き親も楽しませて頂きました

😊 拓也は首の後ろが日焼けで皮がバリバリ脱皮中です 

 

附属グループ（療育 A・B）感想 

水野 凛桜（14歳）ちゃん 母 

親子共々とっても楽しかったです。こんな機会を作ってくださりありがとうございます。 

 

伊藤湊（10歳）君 母 

素敵な体験をさせていただきありがとうございました！ 

湊はなかなか気分のムラがあり、ご機嫌だったり不機嫌

だったりですが、しっかり満足したのか帰り道から爆睡して

いました。 

 

二宮 陽嵩（11歳）君 母 

海の水温は冷たかったですが、兄は海に入って大はしゃぎでした。 

日差しも強すぎずタンデム自転車でとても気持ちよく走れました。 

パイロットさんが前回一緒に走っていただいた方でひだかのことを覚えていてくれ気にかけて走って

いただき、ひだかもニコニコで乗ることができました🤗 そんなひだかの笑顔がみれて私はとても嬉し

かったです🥰  

次回モンチッチは参加できないので残念ですがまた機会があればまた是非参加させてください🚲️  

 

大野 紗季（14歳）さん 母 

いつもながらにすごい充実してて、楽しかったです！ 

今年はかなみちゃんを見習って、紗季もボートに乗って沖

に出れました。イベントもお友達の存在も本当にありがた

かったです。 

 

佐伯律（9歳）さん 母 

いつものようにボランティアの方々や代表の津賀さんの声掛け心遣いがすごいなあありがたいなあと

思いながら参加していました。 

トゥクトゥクもすごい楽しかったです！ 

ドライバーさんは休みなしでヘトヘトだったと思います。本当にありがとうございました。 



山下 真生（13歳）君 母 

津賀さんやスタッフさんのおかげで、今回も笑顔で始まり

笑顔で終えることができました。 

タンデム自転車狙いの真生は朝から人知れずテントの下

に座り続けていましたが、それを知ってか知らずか、テント

裏を通りがかった聖陵高校の生徒さん達が「一緒に海に

行こうよ。乗り物に乗ってみる？行きたくなったら言って

ね」と声をかけてくれました。残念ながら真生の気持ちは揺るぎませんでしたが、日々のあらゆる場面

で動かなくなる真生に対して今日もか…と気落ちしかけていた私にとって、その気遣いがとても嬉しく

心に染みました。 

真生も誰かと話すことで気分転換が出来たのか、その後すぐに気持ちをお弁当へと切り替え、意気

揚々と陸のイベントへと向かいました。聖陵高校の皆さんはタンデム自転車スタッフさん同様、津賀さ

んの意志を継いだ力も優しさも備えた素敵なボランティアさんでした(*Ὲ̆Έ*)本当にありがとうございま

した。 

今回、調子に乗って私も自転車で 2往復したので、写真が少なめです～ 

まとめて近々持っていきます！ 

山本健（13歳）君母 

津賀さん、運営スタッフのみなさん今回も海、自転車のイ

ベントに参加させてもらいました。海ではボートやサップ、

水上自転車などいろいろな乗り物を体験しました。まだ水

温は冷たく、泳ぐことは出来ませんでしたが、ボランティア

さんの協力の中、何度も沖に出て双海の景色を楽しむこ

とが出来ました。 

今治西高の生徒さんに何度もオールを漕いでもらい、暑い中感謝です。朝早くから準備等、大変だっ

たことかと思いますが、ありがとうございました。 

トゥクトゥクは初めての体験でした。風鈴の音と気持ちよい風に吹かれて暑さも和らぎました。子ども

たちの楽しそうな顔が印象的でした！ 

 

甲斐健二（カメラ班） 

この間は皆さんお疲れ様でした。今回は伊予市のイベントは初めてで、お気に入りの場所でもあって

嬉しかったです。皆さんが楽しんでいる姿を撮らせていただきました。印象的だったのはボートに乗せ

ていた渡辺楓雅君の散髪の姿の表情が撮影中に気がついたのですが、一瞬の間にドジャースの大

谷翔平選手が試合バットに集中する表情と被って映って見えました。トゥクトゥクも初めて乗ることが

出来てとても気持ち良かったです。個々で私事の報告がありまして Facebook等の投稿ですがトラブ

ルにより閉鎖する事態となりまして、引き続き投稿についての掲載はタンデム自転車のページのみの

公開となりますが、ご迷惑をお掛けしますがご理解を改めてよろしくお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


